
小倉北区は、長崎街道をはじめとした九州五街道の起点であり、古くから陸上輸送の要衝として栄えたまちです。また江戸時代の小倉城築城を
契機に、城下町としてまちが形成され、現在も商業、流通、金融、情報、医療、コンベンションなどの都市機能が集積する「北九州市の顔」という
べきエリアとなっています。北九州市では、令和６年３月に策定した北九州市基本構想・基本計画の中で、市のまちづくりの方向性を示すとともに、
各区のまちづくりの方向性も示しています。小倉北区では、北九州都市圏の中核としての都市機能の充実や地域資源を活かし磨き上げることで、
魅力あるまちづくりを進めることとしています。

令和７年度 小倉北区のまちづくり（概要版）
～にぎわいのある北九州市の“シンボルのまち”を目指して ～

≪小倉北区：まちづくりの方向性≫

高い機能を持つ都市・交通基盤を活かし、
オフィスや都市型住宅の集積促進や魅力的
なエンターテインメントの充実を図り、に
ぎわいと活力がみなぎるまちをつくります。

官民が連携し、快適な道路空間づくりや沿
道の魅力向上により、ワクワクして歩きた
くなるまちなかを創出します。

歴史や祭り、伝統芸能などの継承・振興を
図るとともに、その魅力を資源として、シ
ビックプライドの醸成、観光の振興、にぎ
わいの創出を図る、歴史と文化を生かした
まちづくりを推進します。

小倉北区では、市の基本構想・基本計画
に掲げられている３つの重点戦略

の実現に向け、小倉北区のまちづくりの
方向性を定めて、都心の活力と住みやす
さが調和する、魅力豊かなまちづくりに
取り組んでいきます。

「稼げるまち」

「安らぐまち」

「彩りあるまち」

※下記に掲載している事業は小倉北区内で実施、また小倉北区に関係の深い事業であり、小倉北区役所以外の部署が担当するものも含まれています。

(１)稼げる「基盤」をつくる～陸海空のネットワーク構築及び物流インフラの整備～

▶下関北九州道路の早期実現 など

(２)稼げる「人」を育む～多様な人材の就業・起業支援～
▶スタートアップ支援関連事業 など

(３)稼げる「産業」をつくる～新規分野のビジネス展開等支援～

▶ぬか炊きブランディング事業 など 小倉の郷土料理「ぬか炊き」

(1)彩りある「空間」をつくる～ウォーカブルなまちづくり、魅力的な街並みや生活環境等の整備～
▶旦過地区再整備事業 ▶魅力ある商店街づくり支援事業 ▶コクラ・クロサキリビテーション など

(2)彩りある「時」をつくる
～文化芸術やスポーツの振興、まちのにぎわい創出

観光資源の磨き上げ、情報発信～
▶小倉祇園太鼓の普及・ＰＲ ・▶小倉イルミネーション
▶魚町みらい広場の活用 ▶こくら de フリマの開催
▶北九州市長杯ストリートダンスコンテストの開催

▶先人・偉人の顕彰、歴史や史跡を活かしたまちづくり など 小倉イルミネーション
北九州市長杯

ストリートダンスコンテスト

小倉祇園太鼓

(1)生活基盤の「安心」を支える～災害への備えと迅速な対応、地域における防災対策の推進～

▶地域と連携した避難所開設・運営事業 ▶宇佐町・片野新町地区浸水対策事業
▶小倉北区防災訓練・ ▶空き家等対策 ▶「暴追の日」合同パトロール など

(2)暮らしの「安心」を支える
～地域で支え合うネットワークの充実・強化、地域コミュニティ活動等支援～
▶市民センターを拠点としたまちづくり
▶地域でＧＯ！ＧＯ！健康づくりの実施 ▶重層的支援整備事業 など

(3)子ども・子育ての「安心」を支える
～保健・医療体制の充実、子育てを支援する環境づくりの推進～
▶母子健康診査の実施 ▶親と子のための相談事業 ▶親子ふれあいルーム「ぽっぽ」の設置 など

「暴追の日」
合同パトロール

親子ふれあいルーム
「ぽっぽ」

「安らぐまち」の実現

「彩りあるまち」の実現

「稼げるまち」の実現

令和7年4月1日、
小倉北区の前身である
旧小倉市が市制施行

125周年を迎えました。
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創業支援施設
「COMPASS小倉」

旦過地区再整備事業
（イメージ）


